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８．結　　論
　シルクロードの名付け親のリヒトホーフェンは、幕
末の1860年に瀬戸内海を訪れ、「広い区域にわたる優
美な景色で、これ以上のものは世界のどこにもないだ
ろう。将来、この地方は世界で最も魅力のある場所の
一つとして高い評価を勝ち得、たくさんの人を引き寄
せるだろう。《中略》かくも長い間保たれて来たこの
状態が今後も長く続かんことを私は祈る。」と日記に
記している［8］。
　しかし、2011（平成23）年の調査によれば、内海・
本土近接型離島（123島）の内32島が「今後無人化が
懸念される離島」と言われている［9］。そして、調査
対象の六島もこの範疇にある。穏やかな瀬戸内海にあ
るがゆえに、より簡単に本土へわたることができ、若
年層にとって学習や就職のための移住、高齢者層の介
護・療養のための移住を誘発し、人口減少をもたらし
ている［10］。
　すばらしい自然や子育て環境を持つ、この世界で
もっとも魅力ある島々を保持していくためには、島外
との交流、特に若者との交流を通して、足し算の支援
を継続していかなくてはならない。定住や起業も大切
ではあるが、若者や島外の人との交流の中で、住民が
誇りを持ち、自らの課題として取り組む姿勢を見せる
事が大切である。
　今後も真鍋島と六島に対する子育て交流活動を継続
しながら、地域社会の変化について見守り、将来を見
据えた方策を提示できるよう研究を継続していきた
い。
　最後になりましたが、調査にご協力いただいた真鍋
島と六島の皆さんへ厚くお礼を申し上げます。
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